
普及活動情勢報告（令和７年９月分） 

中央東農業振興センター農業改良普及課  

 

 

 

 
定植初期の暑さを乗り越えたい！　～トルコギキョウのロゼット対策～

 

 

調査用の苗を仕分ける普及員

　８月 20 日、香南市の農家３戸のほ場において、トルコギ

キョウの品質向上を目指した調査を開始しました。 

　管内では、定植初期の高温によりロゼットが発生すること

が問題となっています。農業改良普及課は、ロゼットを防ぎ

生育を良くするための方法として大苗定植を提案し、賛同を

得られた農家のほ場で定植作業を行いました。 

　農家からは「どのような違いがでるのか楽しみ」との声が

聞かれました。 

　農業改良普及課は、今後もトルコギキョウの収量・品質向

上に向けた取組を支援していきます。

 
農業基礎講座を開催しました

  

 

講座の様子

７月 29 日、８月５日及び８月 21 日に中央東農業振興セン

ターにおいて農業基礎講座を開催し、新規就農者など延べ

24 名が参加しました。 

基礎講座では農業改良普及課などが講師となり、土づく

り、農薬の安全使用、複式簿記の原理、農業共済制度と収入

保険制度、労務管理、法人化について講習しました。 

参加者からは「病気やケガで収穫が出来なかった時の事が

不安だったが、収入保険制度の事を聞けて安心した」「次年

度は鳥獣被害対策をテーマに加えて欲しい」といった意見が

ありました。 

農業改良普及課では、引き続き新規就農者の経営安定を支

援していきます。

 
非辛みシシトウの品種比較試験の結果は？　～香美地区促成シシトウ部会反省会～

 

 

比較試験の結果について 

説明する普及員 

　８月 29 日にＪＡ高知県野市支所で香美地区促成シシトウ

部会反省会・栽培講習会が開催され、生産者６名と関係機関

８名が参加しました。 

　農業改良普及課は、生産者やＪＡ営農指導員と協力して実

施した非辛みシシトウと既存品種の比較試験の結果につい

て説明しました。 

　生産者からは、「既存品種と比べて非辛みは樹勢が強いた

め、樹勢を抑えられる方法や大人しい非辛み品種があれば栽

培に取り組みたい」といった声が聞かれました。 

　農業改良普及課は、今後も関係機関と連携しながら非辛み

シシトウの普及に取り組んでいきます。



 

 

 
環境データを活用した病害対策！！ ～データ駆動型農業勉強会～

  

 

 

 

 

 

 

 

 

勉強会の様子 

 

９月 11 日、農業改良普及課がデータ駆動型農業勉強会を

開催し、管内のＪＡ営農指導員と農業普及課職員 17 名が参

加しました。 

農業技術センター病理担当よりＳＡＷＡＣＨＩで実装さ

れている病害予測機能や湿度データを活用した病害対策に

ついて説明がありました。農業改良普及課からは気象データ

を活用した露地ネギでの病害予測の取り組みを情報共有し

ました。 

参加者からは「黒枯病を防ぐための湿度中断はどの位の時

間必要か？」など多くの質問が出され、有意義な会となりま

した。 

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携して農家の収

量・品質の向上に向けて取り組んでいきます。

 
農作業を体験してもらおう（農福連携）

  
 
 
 
 
 
 
 
 

定植位置や深さを 
確認しながら定植 

　９月 18 日に、香南市・香美市の農家・関係機関で農福連

携を推進する「畝の会」がブロッコリーの定植の体験会を行

いました。事業所等の利用者や支援者８名が参加し、農家や

普及員から苗の移植機の使い方、植える位置や深さを教わり

ながら定植しました。 
　残暑が厳しい中でしたが、テンポよく集中して作業を行う

ことができました。 
　収穫や調整作業の体験も行い、収穫した農産物は香美市の

イベントで販売実習してもらい、農福連携の取組について広

く知ってもらおうと企画しています。  
　農業改良普及課では、今後も関係機関や農家と連携し、農

福連携を推進していきます。

 
香美市 3 中学校の生徒へ普及指導員の仕事を紹介

  

 
中学生に仕事の魅力を紹介 

９月 12 日、香美市教育委員会主催のキャリア教育特別授

業が鏡野中学校で開催され、香美市３中学校の生徒 20 名が

参加しました。 

授業では、香美市の農業が直面する課題を交えながら、私

たち普及指導員の仕事のやりがいや苦労、そして仕事に求め

られる能力について、写真や動画を使い、生徒の皆さんにわ

かりやすく伝えました。 

生徒たちからは「今後の農業の課題は何か」といった積極

的な質問も出され、農業への関心の高さが伺えました。 

農業改良普及課は、今後も若い世代をはじめ、より多くの

人々に農業の魅力を発信していきます。


